A Study on the Molluscan Fauna of the Shimanto Terrain, Sowthwest Japan Part 1 : On the bivalve fauna of the Doganaro Formation in Susaki Area, Kochi Prefecture by 甲藤,次郎 & 田代,正之
四万十帯の軟体動物フ･アウナの再検討
　　第１報　高知県須崎付近の堂が奈路層二枚貝
　　　　　　　　　　　　ファウナについで
　　　　甲　藤　次　郎・田　代　正　之
A Study on the MoUuscan Fauna of the Shimanto
　　　　　　　Terrain, Sowthwest Japan
　　　　Part1 : On the bivalvefauna of the Doganaro
　　　　　Formationin Susaki Area, Kochi Prefecture
　Jiro Katto and Masayuki Tashiro
(Ｄｃｐａｒ£ｍｅｎＣ ｏｆ Ｇｅｏｌｏｇｙ， Ｆａｃｕlりｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ.
　　　　　　Ｋｏｃｈｉ Ｕｎｉｖｅｒｓitｙ, 　Ｋｏｃｈｉ, Ｊａｐａｎ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The bivalve faunas at the several　localities of the Cretaceous Doganaro Formation of the
Shimantogawa Group in Susaki City, Kochi prefecture was investigated｡
　We regarded the fauna of one locality (Tainokawa^ which is characterized by several bivalve
genera, e. g･, Ｂａｋｅｖｅｌｌｏｉｄｅｓ^Ｅｏｍｉｏｄｏｎ, Ｐｉｄｓidiｓ,　Ｍｅｓｏｃｏｒbicｕlaｓ^nd Ｃ・５z・QZ。,7a ?， as brackish
or inter-tidal. The fauna resembles Lower Neocomian brackish fauna so-colled “Ryoseki Series”.
The shallow marine fauna was also recognized in the other locality (Obama). This fauna is
characterized by the occurrence of several species under the genｅｔａ Ｇｅｒ。illia, Ｌａｅｖｉｃａｒdiｕｍ
and Pterotrigonia, and is similar to the fauna of Aptian Ishido Formation of Kanto District.
Another locality (Doganaro) is characterized by the occurrence of marine bivalves, ｅ.g･，
Ｐ£ｅｒｏtｒiｇｏｎｉａ.“ＣＭ ａｎりｓ” and “○μz？α”. This locality may be identified with the locality by
ＨＡＹ人MI and Ｋ人WASAWA (1967) of which they described several Albian and Aptian marine
bivalves, e. ９｡Ｎｅｉtｈｅａ ｍａt５ｕｍｏt。i, 　Ｎ.　feochienｓｔｓ ｅtc. The geological age of the Doganaro
Formation was former】y suggested Aptian and Albian by Katto (1961), and Hayami and
Kawasaw人(1967). Through this research, we presumed tentatively that the age is Neocomian
or Aptian.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　著者の一人甲藤は，高知県須崎付近の西南日本外帯の四万十帯白亜系を，下位より堂が奈路層・
半山層および須崎層に層序区分した（甲藤, 1960 ・1961).各層は断層関係である．
　本論文でとり上げた二枚貝化石を産する堂が奈路層は，仏像構造線で秩父帯のいわゆる虚空蔵山
層群（今日の知識では，主として三畳系？）と接している．同仏像構造線付近では，恐らく堂が奈
路層の基底牒岩と思われる篠岩の転石がごく稀に発見されるので，同構造線は恐らく堂が奈路層の
基底部付近で生じたものであろう．
　堂が奈路層は，禰岩を主とし，レンズ状の砂岩・礎岩・石灰岩及びチャートをはさむ．
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　　　　　　　　　　　　　　　第１図　堂が奈路層化石産地及び主塵地名
　　　　　　　　　　　　　　　　　１：鯛ノ川　２：小　　浜　３：堂が奈路
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：吾　桑　Ｂ:蝸蛇が森　Ｄニ:堂が奈路
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｋ：高　知　Ｓ：須プ崎
　さて，須崎付近の白亜系は，一般に化石に乏しく若干ぬアンギナイト，イノセラムフや二枚貝
などか報告されているが，その正確な地質時代の対比は充分とはいえず，今後も重要な課題の一
つであるが，現在までの知識では，半山層からはすルビアンを示すアンモナイトの報告があり
（ＭＡＴＳＵＭＯＴｏｅtal., 1952),須崎層からはアルビアソ上部を示す,アンモナイトの記載がなされ
ている（ＭＡＴＳＵＭＯＴｏａｎｄ HiRATA, 1969)･
　堂が奈路層の模式地域ではHayami and Kawasawa (1967)により，数種の二枚貝の古生
物学的記載がなされ，本層が，甲藤(1961)により推定された如く，宮古統（アプチアン～アルビ
アン）を示すと結論されている．　　　　　　　　卜卜　，卜
　本輪文では，甲藤が1961年に堂が奈路層の模式地付近より報告した五種類の二枚貝，および未鑑
定の採集標本を，両者で再検討した．その結果，堂が奈路層の二枚貝化石中には，領石層（四国）･
川口層（中九州）・吉母層（北九州）などに似た汽水性の堆積環境を示す二枚貝化石と，浅海性を示
す二枚貝化石があることを確認したので，それらの化石を紹介し，あわせて，堂が奈路層産二枚貝
化石から推定される堆積環境および地質時代について言及するンなお，堂分奈路層の正確な層序．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●j　，・　　　一　　ｒ　　　ｉ　・
堆積環境についてはま’だ不明確な点が多く，今回報告する竺個所の化石産地やＨ八YAMI and
Kawasawa (1967)による化石産地の各々との層位関係についでは現在のところまだ判然として
いない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化石産地とその化石トレ●
今回報告する化石産地および同定可能な二枚貝化石は次の迦りである．（図１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　・　　ｉＦ　●１．高知県 須崎市鯛ノ川 泥岩 ” ‥ヽ
　Ｅｏｍtｏｉｏｎｃｉｒ、ｍａtsｕｍｏｉｏｉOhta　　　　　　　パ　・
　ＲａｋｅｖぶｏtＪｅs（Ｙｏｓhi-ｍｏｂｓis)cfr.ｎａｇａtｏｅｎｓｈOhta、∧　ｈ
　ＣｏｓtｏｃｖＺｅｎａ？ｓｐ●　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
　Ｍｅsｏｃｏｒbi･ｃｉｉｌａsp.　　　　　　　　　　　　、、
　ＰｕhiiiｓｎａｇａtｏｅｎｓiｓOhta　　　　　　　　ｙ　　ｌ･
２、高知県、須崎市小浜　　泥岩　　　　　　　　づ･　　　、
　Pterotrigり?α(Pterotrigonia )bocillifoｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
　Ijaeｒｕｉｃａｒdiｕｍ（?）iｓｈtｄｏｅｎｓis（ＹＡＢＥand Naga〇）ご　　　　ヅ
?????
??
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
　Ｇ。n7ぶ必 aff. μ,･besｉａｎａびOrbigny
　ｊ）ｓｅｕｄｏｃａｒｄｉａ≪.ａｍａｎｏｉHayami
　Ａｎｈｏｃａｒｄｉｄ？。sp.
　j）leｕｒｏｍ:ｙａ‘?sp.
3，高知県，須崎市堂が奈路　　砂岩
　Pterotrigonia (Pterotrigonia)bocilliかｒmi%（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
　４，同　　　　　　　　　　　　礎岩
　　゛‘Ｃｈｌａｍｖｓ”ｓｐ.
　　“Ostrea”sp.
　※　上記に付しだ多，少，稀″は，
ているのではない．また産地３・４は，
２付近に相当すると思われる．
????
????
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個体数としての多少を示しており，産出量の多,少を示し
おそらくHayami and Kawasawa (1967)によるLoc.
筆者の１人甲藤(1961)が先に報告した堂が奈路層産二枚貝化石については，今回再検討の結果
次の如く訂正する．
１、須崎市小浜
　Ｇｒａｍｍａtｏｄｏｎｓｐ.‥‥、Ｌａｅ･ｖｉｃａｒdiｕｍ（?）iｓｈｉｄｏｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥand ＮＡＧＡＯ）
　Ｖｅｎｉｅｌｌａ　]ａｂｏｎｉｃａNagao L. C?）iｓｈｉｄｏｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥand ＮＡＧＡＯ）
　Ａｎtｈｏｎｖａsp Ｇｅｒｕilliaa11、foｒbesｉａｎａびOrbigny
２、須崎市堂が奈路
　Ｔｒｉｍｎｉａ　Sp Ptero?即nia (Pter･Ｑ?即?α）bocillifoｒＴｎ.il（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
３、須崎市鯛ノ川
　Ｌｕｃｉｎａaff. りｃｃｉｉｅｎtａｌｈＭＯＲＴＯＮ．‥‥Ｋｏｍｉｏｄｏれciｒ、･ｍａtｓｕｍｏtｏtOhta
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察
　次に，個々の二枚貝化石について考察する･
　ｏＢａｋｅｖｅｌｌｏｉｌｅｓ（Ｙｏshimo♪ｓiｓ）ｃ!ｔ.　ｎａｇａtｏｅｎｓiｓOhta
　堂が奈路層産の標本はOHTA (1974)により北九州の吉母層（ネオコミアン下部）から記載さ
れたB. (y.)ｎａｇａtｏｅｎｓtｓよりも，幾分殼表の放射状肋が強いが，外形ではほとんど一致する．
吉母層のタイプ標本では，殻長2.5 cm位までに，殻表に強い放射状肋があるが，成長した標本で
は殼表は平滑である．堂が奈路の標本では, 3.5 cm の殼表の標本が最大であり放射状肋が残って
いるので種は異なるかもしれない．おそらく両者間には密接Iな関係が存在すると思われる.
　o Gervillia aff.ｆｏＴｈｅ％ｉａｎａ'びOrbigny
　本産地の標本は，いずれも破片であるが，個々の形態から総合的に判断して，おそらく　haya-
MI (1965a)により，岩手県平井賀層（ネオコミアン上部），熊本県八代層（アルビアン中部），
関東地方の石堂層（アプチアン）など本邦下部白亜系から広範囲に記載されたＧ.ai!. foｒbesia-
ｱ2αに一致すると思われる. HAYAMI (1965a)によれば，そのrangeはネオコミアン上部から
アルビアンである.
　・Pterotri即?α（Ｐtｅｒｏtｒiｓｏれia）pocillifoｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
　木種はj）なりtrigonia (Pterotri即?α）ｈｏｈｋａｉｄｏａｎａ　(YEHARA)(YEHARA, 1923; KOBAYASHI
and Nakano, 1957)と極めで類似する．したがって，しばしば，両者が混用されて報告されて
いることが多いHAYAMI (1975)は，本種とp. (P.)ｈｏｋｋａｉｉｏａｎａの区別が困難であり検討を要
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するとしているが，田村(1978)によれば，両者間の違いはエリアの部分の違いでも区別が可能であ
るとしている．田村にしたがえば，筆者らの堂が奈路層産の標本は，全て．Ｆ（ア.）bocilliかｒmiｓと
考えられる. p. (P.)ｈｏｈｋａｉｄｏａｎａは，本邦白亜系に広く分布じているが，そのrangeはアプチア
ン～アルビアンと思われる（田村・1975は，セノヅニフソ・チュロニアソのp. (P.)ｈｏＴｉｋａｉｄｏａｎａ
とされているものはj）tｅｒoiｒｉｇｏｎｉａ（Ａｃａｎtholｒｉｇｏｎｉａ）ｂｕｓtｕloｓａ(Nagao)の可能性か強いとし
ている）．一方p. (P.)ｂｏｃｉｌｌｉｆｏｒmiｓのrangeは，ネ,オコミアン上部からアルビアンとかなり長
くなっている(Nakano, 1960).未記載の標本であるが，川口層（ネオコミアン下部）より大分
の野田雅之博士によって採集された標本（熊大，教育学部に保管）は，おそらく本種に同定される
ので･そのrangeはさらに下りネオコミアン下部に句たると思われる．木種は，一般犀アルビア
ン・アプチアンでは> p. (F.)hoilｚａｉｄｏａｎａと同所的にその産出が報告されている(Yehara,
　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　●’1923; Nakano, 1960; Hay AMI, 1966, 1975;江原, 1931).　しかし堂が奈路層には本種のみ
が産する．この事実は，堂が奈路層がp. (P.)ｈｏｆｅｆｅａｉＪｏａｎａ　の出現をまたない地質地代を示して
いるのか，あるいは，両者間の棲み分けがより進んだ棲息環境を示しているのかは判らない．な
お, Hayami and Kawasawa (1967)によるＦｌｅｒｏtｒｉｅｐｎｉａねｏｋｋａｉｄｏａｎａは，おそらく本種に
相当すると思われる．　　　　　　　　　　　　　　，ト
　ｏＰ％ｅｕｄｏｃａｒｄｉａ　ai?.ａｍａｎｏｉHayami　　　　　，･.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i.．!●●●　’堂が奈路層の標本は，一個の不完全なものであるか，殼表のいぼ状突起をもつ特徴ある肋は，高
知県萩野層（アプチアン）から知られるＰ，ａｍａｎｏｉ ＨｉAYAMI (1965)に酷似する．
　oI^ａｅＴ^ｎｃａｒdiｕｍ（?）iｓｈｉｄｏｅれｓiｓ（ＹＡＢＥand ＮＡＧＡＯ）
　本種は石堂層（アプチアン）から記載されているｲYabe and NAgao, 1926; Hay AMI,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　－　　　　　　　　　　11965b).八代層（アルビアン）からの報告もある(Hayami,･1965b).･堂が奈路層の標本は，表
面装飾が比較的よく保存されている．　　　　　　　　　　　）
　ｏＥｏＴｎｉｏｄｏｎ　ciて，ｍａt％ｕｍｏｉｏｉOhta　　　　　し　’Ｉ
　OHTA (1973)によれば，£.ｍａtｓｕｍｏtoiは吉母層り||ロ層・領石層から記載され，太田・門
司(1976)は，熊本県の海浦層（ネオコミアン下部）から本種を報告している，Ｋｏｍｉｏｄｏｎに同定
される種は，ネオコミアン下部にＥ，ｎｉｐｂｏｎｉｃｕｓ，Ｅ.ｓａｋａ-ｏｕａｎｕｓ，Ｅ.‘hりamii(OHTA, 1973)が
あり，いずれも明瞭な同心円肋で特徴づけられてい名．東北地方の御峰層（ネオコミアン上部）か
ら, NAKAZAWA and MURATA (1966)により　Ｅ, ｏｍｉｎｅｎ%ｕが記載されている．アプチアン
・アルビアンにはまだ記載をみないが，熊本県の御船層群（セノマニアン）から，最近Tamura
(1977)により　Ｅ. ｍａtｓｕbaｓｅｎｓiｓ　か記載されている．　御峰層や,御船層群の　Ｅｏｍtｏｄｏｎ　は，
前者は殻表に同心円肋の他に放射状小肋をもち，後者は殼の後方でとぎれた同心円肋をもつことで
Ｅ，ｒａａtiｕｍｏｉｏｉとは容易に区別できる.
　゜ＰｕlｓtdiｓれａｇａtｏｅｎｓiｓOhta　　　　　　　　　　”，
　本種は, Ohta (1964)により，吉母層・川口層から記載された．太田・門司(1976)は，海浦
層から本種を報告している．いずれも，ネオコミアン下部とされている部分である. Ｐｕｈｉｄtsに加
えられる種は，他には御船層群や御所浦層群から記載されている(OHTA, 1964; Tamura, 1977).
しかしそれらは，本種よりもつきだした後縁をもっているので区別できる．
　上記の二枚貝化石以外でＭｃｓｏｃｏｒbicｕl ａsp〕む金沢付近の石徹白亜層群伊月層（ネオコミア
ン下部）産のＭｙｒｅｎｅ　（Ｍｅsｏｃｏｒbicｕla）Z心iriensis (KOBAYASHI and:Suzuki) (Kobayashi
and Suzuki, 1937; Hay AMI, 1966;　OHTA, 1973)に外形は近似するか，標本ははるかに小型
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で，やや殼頂が後方にある．おそらくＭｅｓｏｃｏｒhicｕlaの新種と思われる.　Ｃｏ％tｏｃｙｌｅｎａｌ　sｐ.とし
てリストした標本は，殼表の装飾が不明瞭であるが，放射状肋の発達はほとんどなく，弱い同心円
肋のみと思われる．後方のカリナが強いことからＣｏｉtｏｃｙｌｅｎａ,!ｓｐ.としたが，本標本は吉母層や
川口層に知られるIsｏｄｏｒｈｅｌｌａ　ｍａtｓｕｍｏtｏｉOHTA (1973)にもその外形が似ている．　しかし，歯
板構造がはっきりせずいずれとも断定しがたい．放射状小肋の発達が悪いＣｏｓtｏｃｖｌｅｎａ,たとえば
Ｃｏstｏｃｖｌｅｎａ　ｏＨｕkaiやIｓｏｄｏｍｅｌｌａは，ともにネオコミアン下部の汽水性ファウナに普通に知られ
たものである．“Ostreぶ' sp.は，数個の不完全な標本である．おそらくHayami and Kawa-
SAWA (1967)によるＡｍｐｈｉｄｏｎtｅ ｓｕbhalitｏｉｄｅｓＮＡＧＡＯと一致すると思われるｉｆｉ,　Ａ ｓｕbhalｔｏ-
tｏｉｄｅｓのタイプは石堂層（アプチアン）である(Nagao, 1934; Hayami, 1966).“Ｃｈｌａｍｙi”
sp..は同じく　Hayami and Kawasawa (1967)によるＮｅｉtｈｅａ ｆｅｏｃｈｉｅｎsiｓHayami and KA-
WASAWAにその内部形態かよく似ているが，Ｎ．ｆｅｏｒｈｉｅｎｓiｓよりはるかに小型であり，放射状肋
の数がＮｅttｈｅａよりも多い．おそらくＣｈｌａｍｙｓかＰｅｃtｅれ類に属する新種である．なおＨ八YAMI
and Kawasawa (1967)によるＮｅｉtｈｅａ ｍａtsｕｍｏtoi，Ｎ.feochienｓiｓ，Ｐｌｉｃａはla ｓｐ.は確認で
きなかった.Ｎ，ｍａtｉｕｍｏtoiは，従来アルビアンの八代層から知られているが，最近Hayami
and ＮＯＤＡ（1977）は大分県の佩楯山層や西台湾のペイカン（アルビアンまたはアプチアン？）の
標本も本種と同種であろうとしている．
　以上の二枚貝化石の他に，保存の悪い巻貝標本や，ウニ化石,も認められる．
　上記の堂が奈路層より産する二枚貝化石はネオコミアン下部からアルピアンにおよぶ範囲のもの
を含んでいるが,鯛ノ川・小浜における二枚貝は,ネオコミアンからアプチンによく知られるものが
殆んどである．これらの中でも，鯛ノ川産のBafeeT:；ぶｏｉｄｅｓ，Ｋｏｍｉｏｄｏｎ，ＰｕZstdis，Ｍｅsｏｃｏｒbicｕla，
Ｃｏｓtｏｃｙｌｅｎａは，いずれも川口層・吉母層・領石層などのいわゆるネオコミアン下部の汽水性のフ
ァウナから知られているものである．　下部白亜系における汽水性ファウナは，ネオコミアン上部
　（東北・御峰層），アプチアン（関東・瀬林層，四国・西広層），アルビアン（九州・八代層，宮
地層の一部），アルビアン上部（九州・御所浦層群下部層），セノマニアン（九州・御所浦層群上
部層，御船層群）などにも知られている（ＫＯＢＡＹＡＳＨｌ and Suzuki, 1936 ・ 1937; Matsumoto,
1954; Nakazawa and MURATA, 1966; Tamura, 1976 ・ 1977; Obata et al., 1976;Matsu
MOTO and Tashiro, 1975:松本, 1938 ・ 1939 ・ 1947;甲藤・須鎗, 1956;平山・田中, 1956;前
田, 1961 ； 松本・勘米良, 1964 ；　田村・田代, 1966 ； 松川, 1977) .アプチアン以降に多産する
放射状細肋の顕著なＣｏｓtｏｃｖleれａたとえばＣ.　ｍａtｓｕｍｏtoiが堂が奈路層からは発見できないが，
現在のところネオコミアン下部にのみ報告のある単純な同心円肋をもつＫｏｍｉｏｄｏれｍａtsｕｍｏｉｏｉが
多産している点は興味深い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　び
　地質時代決定に有効なアンモナイトやイノセラムスが，まだ堂が奈路層から知られていないの
で，ここで述べた汽水性・浅海性二枚貝化石によって，地質時代を判定することはまだ問題があっ
て，さらに資料の追加をまって論ずべきであるか，従来考えられてきた堂が奈路層の地質時代（ア
プチアン～アルビアン）よりも古くなる可能性（ネオコミアン～アプチアン）があると考えられ
る．
　鯛ノ川・小浜・堂が奈路の各産地の二枚貝化石リストから判断すれば，鯛ノ川の産地からはいず
れも汽水性と考えられる二枚貝ばかりである．いわゆる領石統のファウナに似ている．小浜では，
三角貝をはじめＬａｅｖｉｃａｒdiｕｍ，Ｇｅｒｖilliaと浅海性要素が強くなり，石堂層の二枚貝ファウナに
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近い．また堂が奈路では, Hayami and Kawasawa (1967)記載の二枚貝および今回加えら
れだＣｈｌａＴｎｖｓ”ｐ.から考えると，前二者よりもやや公海性要素の強い棲息環境であったと推測
される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　，ヅ
　また，徳島県上那賀町野々尻付近の仏像構造線のすぐ南側の四万十帯から下記の瀕海性化石が報
告されているのは極めて興味深い（東明, 1958).　　　　　　。J
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ji　　　　　　　　・Ｎａtｉｃａ（Ａｍａｕｒｏｐｓtｓ）ｓαれｒhｕｅｎｓtｓYABE and Nagao
　　　　ＧｌａｕｃｏｎｉａれｅｕｍａｙｒｉNagao　　　　　　　　　　　こい
　　　　AsiaΓtecｉｔ.sｅｍｉｃｏｉtａtａNAGAO　　　　　　　　　　／・
　　　　AstaΓiespp.
　　　　Exogyra spp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’●
　四万十川層群の堆積学的研究は，現在のところまだ充分な考察がなされていないので，本化石フ
ァウナから堆定される今回の結論が，そく堂が奈路層自体の堆積環境√および地質時代を示すこと
にはならないかも知れないが，四万十川層群の下位の地層から汽水性ファウナか確認されたことは
今回が初めてであり，今後の研究に貴重な資料を提供すると思われる.，
　謝　辞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･．●
　本研究を進めるにあたり，九州大学理学部松本達郎名誉教授・熊本大学教育学部田村実教授なら
びに東京大学資料館の速水格助教授からは貴重な御教示・御助言を頂いた．
　ここに筆者らは心より厚く御礼申し上げる．
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PLATE　１
　　　　　　　　　　　　Plate l 説明
Ｂａｆｅｅｉぶｌｏｉｄｅｓ（ＹｏｓHｔｍｏ＊ｓiｓ) cfr、ｎａｇａtｏｅｎｓiｓ Ohta
　　１．左　殼　　　　　×1.5.産地・鯛ノ川
　　２．左　殼　　　　　×1.5.産地・鯛ノ川
Ｇｅｒｖillia　ａｆｆ. 　ｆｏｒ･beｓｉａｎａ d'Orbigny　　　　’･
　　3.左　殼　　　　　×1.5.産地・小浜
“Chlaｖiｙｓ” ＳＰ.
　　4.右殼のゴム型　　×2.5.産地・堂が奈路
　　５．右殼内型　　　　×2.5.産地・堂が奈路
“Ｏｓtｒｅａ”　sp.
　　6.殼断面　　　　　XI. 5.産地・堂が奈路・
Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（7）£ｅｒｏtｒｉｅｏｎｉａ）ｐｏｓｓilげｏｒmiｓ（ＴＯＫＯＹＡＭＡ）
　　7.左　殼　　　　　×　１．産地・堂が奈路、、
　　８．右殼外形印象　　×1.5.産地・堂が奈路
　　９．右殼外形ゴム型　×1.5.産地・堂が奈路
Ｐｓｅｕｄｏｃａｒｄｉａ ？ aff.ａｍａｎｏｉ Hayami
　　１０.右殼　　　　Ｘ ３．産地・小浜　犬
　　11.同標本（光線の位匝をかえて写す）
Ｌａｅｖｉｃａｒdiｕｍ（?）iｓｈｉｄｏｅｎｓiｓ(YABE and ＮＡＧＡＯ）
　　12.右　殼
　　13.左　殼
　　14.右　殼
　　15.同標本
Anisocardia？砂･
　　16.左　殼
×１．産地・小浜
×１．後部の装飾を示す．産地・小浜
×１．同　上　　　　　産地・小浜
×２．後部の装飾を示す↓
×1.5.産地・小浜
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Plate 2 説明
Eｏｍｉｏｄｏｎｃｆｒ、ｍａtｓｕｍｏtｏｉOhta
　　１.産状を示す．　　χ２．産地・鯛ノ川
　　２．左　殼　　　　　×２．産地・鯛ノ川
　　３．左　殼　　　　　×1.5.産地・鯛ノ川
　　４．同標本　　　　　×２．
　　５．左　殼　　　　　×２．産地・鯛ノ川．、
　　６．右　殼　　　　　×1.5.産地・鯛ノ川
　　７．右　殼　　　　　×1.5.産地・鯛ノ川
Ｃｏｓtｏｃｙｌｅｎａ？sp.　　　　　　　　　　　Ｉ．
　　８．右　殼　　　　　×２．産地・鯛ノ川
Mｅｓｏｃｏｒbicｕla　sp｡
　　9.右　殼
　　10.同標本
　　11.同標本
　　12.右　殼
　　13.左　殼
×３．産地・鯛ノ川，
背縁部を示す.
×1.5.
×3.産地・鯛ノ八「
×３．表面装飾を示す．
Pｕlｓidiｓ ｎａｇａtｏｅｎｓiｓOhta
　　14.右　殼
　　15.同標本
　　16.右　殼
Ｐｌｅｕｒｏｍｙａ ？sp.
　　17.右　殼
×３．産地・鯛ノ川　／
光線の位置をかえて写す．
×３．産地・鯛ノ川　｀
×１．産地.･小浜
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